
(57)【要約】

【課題】飲料を飲むための開口を形成する。

【解決手段】容器本体及び容器本体に密封接合されたフ

タ材を備えた密封容器と、密封容器上に配置されたキャ

ップとを具備し、該キャップが、フタ材を破り、飲料を

飲むための開口を形成するための機構を備えている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
容 器 本 体 及 び 容 器 本 体 に 密 封 接 合 さ れ た フ タ 材 を 備 え た 密 封 容 器 と 、 密 封 容 器 上 に 配 置 さ
れ た キ ャ ッ プ と を 具 備 し 、
該 キ ャ ッ プ が 、 フ タ 材 を 破 り 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る た め の 機 構 を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 飲 料 が 充 填 さ れ て い る 飲 料 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
該 キ ャ ッ プ が 筒 状 の 飲 み 口 部 を 有 し 、 該 キ ャ ッ プ が 該 密 封 容 器 に 対 し て 移 動 す る こ と に よ
っ て 、 該 キ ャ ッ プ の 飲 み 口 部 が 該 密 封 容 器 の 該 フ タ 材 を 破 り 、 該 飲 み 口 部 か ら 密 封 容 器 内
の 飲 料 を 飲 む こ と が で き る 請 求 項 １ の 飲 料 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
該 キ ャ ッ プ が 該 密 封 容 器 の 中 心 軸 線 の 周 り を 回 転 し 、 し か る 後 押 し 下 げ ら れ る こ と に よ っ
て 、 該 キ ャ ッ プ の 飲 み 口 部 が 該 密 封 容 器 の 該 フ タ 材 を 破 る 請 求 項 ２ の 飲 料 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
該 キ ャ ッ プ が 該 密 封 容 器 の 中 心 軸 線 の 周 り を 回 転 し 同 時 に 押 し 下 げ ら れ る こ と に よ っ て 、
該 キ ャ ッ プ の 飲 み 口 部 が 該 密 封 容 器 の 該 フ タ 材 を 破 る 請 求 項 ２ の 飲 料 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
該 キ ャ ッ プ が 該 密 封 容 器 に 固 定 さ れ て お り 、 該 キ ャ ッ プ の 一 部 が 押 し 下 げ ら れ る こ と に よ
っ て 、 該 フ タ 材 が 破 ら れ て 、 該 キ ャ ッ プ 及 び が 射 フ タ 材 に 開 口 部 が 形 成 さ れ る こ と に よ っ
て 、 飲 み 口 部 が 形 成 さ れ る 請 求 項 １ の 飲 料 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は 、 飲 料 が 充 填 さ れ た 飲 料 容 器 、 特 に 、 容 器 本 体 及 び 容 器 本 体 に 密 封 接 合 さ れ た フ
タ 材 を 備 え た 密 封 容 器 と 、 密 封 容 器 上 に 配 置 さ れ た キ ャ ッ プ と を 有 す る 飲 料 容 器 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 及 び そ の 課 題 】
現 在 市 場 に 見 ら れ る ジ ユ ー ス 、 コ ー ラ 、 ス ー プ な ど 液 体 飲 料 用 の 飲 料 容 器 は 、 容 器 本 体 を
シ ー ト 状 の フ タ 材 で 密 封 し て 形 成 さ れ た 飲 料 容 器 が 多 く 見 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ ら の 飲 料 容 器 は 、 フ タ 材 に ス ト ロ ー を 突 き 刺 し て 飲 ん だ り 、 も し く は 、 フ タ 材 を む し
る 、 も し く は は が し て 飲 む 形 態 に な っ て い る 。 ウ ォ ー マ ー な ど に よ る ホ ッ ト 販 売 や 、 レ ン
ジ で 加 熱 し て 飲 む こ と を 考 え る と 、 ス ト ロ ー で は 熱 く て 飲 む こ と が 出 来 な い 。 フ タ 材 を 剥
い て 飲 む 場 合 に は 、 こ ぼ れ た り 、 や け ど を し た り す る 危 険 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 コ ッ プ 容 器 の フ タ を は が し て 飲 む 場 合 、 そ の シ ー リ ン グ 具 合 （ 特 に 、 ヒ ー ト シ ー ル
の 場 合 な ど 。 ） に よ っ て は 、 フ タ 材 が 貼 ら れ て い る フ ラ ン ジ 面 の 端 面 が 鋭 利 に な っ て し ま
う こ と が あ り 、 飲 む 際 に 口 を 切 っ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
容 器 本 体 を シ ー ト 状 の フ タ 材 で 密 封 し て 形 成 さ れ た 飲 料 容 器 に お い て 、 消 費 者 が 上 記 の と
お り の 問 題 な し で 、 飲 料 を 飲 む こ と が で き る 構 成 を 提 供 す る こ と が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
他 方 、 密 封 用 の シ ー ト 状 の フ タ 材 を 用 い な い 飲 料 容 器 は 、 下 記 の 点 に お い て 、 望 ま し く な
い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
例 え ば 、 無 菌 充 填 シ ス テ ム に よ っ て 、 飲 料 が 充 填 さ れ た 飲 料 容 器 を 製 造 す る こ と が 広 く 行
わ れ て い る 。 こ の 無 菌 充 填 シ ス テ ム に よ っ て 飲 料 容 器 を 製 造 す る と 、 飲 料 が 充 填 さ れ た 後
に 、 飲 料 容 器 が 加 熱 処 理 さ れ な い た め 、 飲 料 の 味 、 風 味 等 を 良 好 に 維 持 す る こ が で き る 。
無 菌 充 填 シ ス テ ム に お い て 飲 料 を 容 器 に 充 填 す る と き 、 容 器 が 殺 菌 処 理 さ れ る 。 容 器 の 材
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料 が プ ラ ス チ ッ ク の 場 合 、 高 温 加 熱 に よ る 殺 菌 処 理 を す る こ と が で き な い 。 こ の た め 、 無
菌 充 填 シ ス テ ム に い お い て 飲 料 を 容 器 に 充 填 す る 前 に 、 容 器 は 薬 液 及 び 洗 浄 液 に よ っ て 殺
菌 洗 浄 処 理 さ れ る 。 容 器 を 構 成 す る 部 材 の 形 状 が 複 雑 で あ る と 、 殺 菌 洗 浄 処 理 を 適 切 に 行
う こ と が で き な い の で 、 容 器 を 構 成 す る 部 材 は 、 単 純 な 形 状 、 例 え ば 、 コ ッ プ 形 状 の 容 器
本 体 及 び 容 器 本 体 を 密 封 す る シ ー ト 状 部 材 の フ タ 材 に よ っ て 構 成 さ れ る の が 好 ま し く 、 シ
ー ト 状 部 材 で あ る フ タ 材 用 い な い で 、 容 器 本 体 と 複 雑 な 形 状 を 有 す る キ ャ ッ プ を 直 接 熔 融
も し く は 接 着 す る よ う な 容 器 形 態 は 、 殺 菌 の 保 証 の 問 題 か ら 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 従 う と 、 上 記 の と お り の 課 題 を 解 決 す る た め に 、
容 器 本 体 及 び 容 器 本 体 に 密 封 接 合 さ れ た フ タ 材 を 備 え た 密 封 容 器 と 、 密 封 容 器 上 に 配 置 さ
れ た キ ャ ッ プ と を 具 備 し 、
該 キ ャ ッ プ が 、 フ タ 材 を 破 り 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る た め の 機 構 を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 飲 料 が 充 填 さ れ て い る 飲 料 容 器
が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 願 発 明 に 従 う 飲 料 容 器 に お い て は 、 容 器 本 体 及 び 容 器 本 体 に 密 封 接 合 さ れ た フ タ 材 を 備
え た 密 封 容 器 に 飲 料 が 例 え ば 無 菌 充 填 シ ス テ ム に よ っ て 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
容 器 本 体 は 、 Ｐ Ｐ 、 Ｐ Ｅ Ｔ 、 Ｐ Ｅ 、 Ｐ Ｓ な ど の プ ラ ス チ ッ ク 、 ガ ラ ス 、 金 属 、 紙 な ど に よ
っ て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
フ タ 材 は 、 ア ル ミ 箔 、 蒸 着 複 合 シ ー ト 、 ラ ミ ネ ー ト フ イ ル ム 等 の シ ー ト 状 部 材 に よ っ て 、
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
キ ャ ッ プ は 、 Ｐ Ｐ 、 Ｌ ． Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ （ リ ニ ア ロ ー デ ン ポ リ エ チ レ ン ） 、 Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ （ 低 密 度 ポ
リ エ チ レ ン ） な ど の プ ラ ス チ ッ ク な ど に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 実 施 例 】
次 に 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 適 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ の 実 施 例
図 １ ～ ３ を 参 照 し て 、 第 １ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 １ ０ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 飲 料 容 器 １ ０ は 、 コ ッ プ 本 体 １ ２ と フ タ 材 １ ４ と か ら な る 密 封 容 器 １ ６ 、 及 び キ ャ ッ
プ １ ８ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
密 封 容 器 １ ６ に は 、 例 え ば 、 無 菌 充 填 シ ス テ ム に よ っ て 、 滅 菌 さ れ た 飲 料 が 充 填 さ れ て い
る 。 コ ッ プ 本 体 １ ２ に は 、 フ タ 材 １ ４ が 、 熱 圧 着 等 に よ り 接 合 さ れ て お り 、 密 封 容 器 １ ６
の 内 部 は 、 外 部 か ら 密 封 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
コ ッ プ 本 体 １ ２ は 、 そ の 上 部 に 、 フ ラ ン ジ １ ９ 及 び フ ラ ン ジ １ ９ の 外 周 縁 か ら 下 方 に 延 び
て い る 外 側 壁 ２ ０ を 有 す る 。 外 側 壁 ２ ０ は 、 キ ャ ッ プ １ ８ を 支 持 す る 、 径 方 向 即 ち 半 径 方
向 外 側 に 突 出 し た 複 数 の 支 持 部 ２ ２ を 備 え て い る 。 支 持 部 は 、 円 周 上 に ３ 箇 所 以 上 設 け る
の が 好 ま し い 。 偶 数 個 設 け る 場 合 に は 、 直 径 方 向 の 両 端 に 対 に な る よ う に 、 設 け る の が 好
ま し い 。 こ の 実 施 例 で は 、 ４ つ の 支 持 部 を 有 し 、 図 １ に は 、 そ の ２ つ の 支 持 部 の み が 示 さ
れ て い る 。 支 持 部 ２ ２ は 、 図 １ ～ ３ に 示 し た と お り 、 下 方 に 凹 ん で お り 平 坦 な 底 面 を 有 す
る 凹 部 ２ ４ と 、 凹 部 ２ ４ の 左 右 両 側 の 凸 状 部 ２ ６ と を 有 す る 。 凸 状 部 ２ ６ は 、 凹 部 ２ ４ の
底 面 か ら 略 垂 直 に 上 昇 す る 側 面 と 半 円 状 の 上 端 部 と 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 部 と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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キ ャ ッ プ １ ８ は 、 上 部 に 位 置 す る 天 井 部 ２ ８ と コ ッ プ 本 体 １ ２ の 外 側 壁 ２ ０ を 覆 う 側 壁 ３
０ と を 有 す る 。 天 井 部 ２ ８ に は 、 下 方 に 延 び て い る 円 筒 状 の 飲 み 口 部 ３ ２ が 設 け ら れ て い
る 。 飲 み 口 部 ３ ２ は 、 円 筒 状 に 限 ら ず 、 種 々 の 断 面 形 状 の 筒 状 の 部 材 か ら 構 成 す る こ と が
で き る 。 側 壁 ３ ０ に は 、 半 径 方 向 内 側 に 略 矩 形 状 に 凹 ん で お り 内 側 か ら 見 る と 突 出 し て い
る リ ブ ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。 リ ブ ３ ４ は 、 外 側 か ら 見 れ ば 凹 ん だ 形 状 で あ り 、 内 側 か ら
見 れ ば 、 突 出 し た 形 状 で あ る 。 リ ブ ３ ４ は 、 コ ッ プ 本 体 １ ２ の 支 持 部 ２ ２ と 同 じ 数 設 け ら
れ 、 リ ブ ３ ４ の 下 方 部 分 は 、 支 持 部 ２ ２ の 凹 部 ２ ４ を 合 致 し た 形 状 を 有 す る 。 図 ２ に 示 し
た と お り 、 側 壁 ３ ０ の 内 側 面 に は 、 円 周 方 向 に 延 び て い る 細 長 い 凸 部 で あ る 嶺 部 ３ ６ が 設
け ら れ て い る 。 図 ２ に 示 さ れ た 状 態 で は 、 嶺 部 ３ ６ は 、 支 持 部 ２ ２ の 下 端 に 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
飲 料 容 器 １ ０ は 、 消 費 者 に 提 供 さ れ る 時 点 に お い て は 、 図 ２ に 示 し た 状 態 に あ る 。 即 ち 、
コ ッ プ 本 体 １ ２ と フ タ 材 １ ４ と か ら な る 密 封 容 器 １ ６ 内 に は 、 飲 料 が 収 容 さ れ て お り 、 キ
ャ ッ プ １ ８ は 、 リ ブ ３ ４ の 可 動 部 分 が 、 支 持 部 ２ ２ の 凹 部 ２ ４ に 乗 っ て い る 状 態 の 位 置 に
あ る 。 キ ャ ッ プ １ ８ の 飲 み 口 部 ３ ２ の 下 端 ３ ８ は フ タ 材 １ ４ の 上 方 に 位 置 し 、 フ タ 材 １ ４
に は 接 し て い な い 。 キ ャ ッ プ １ ８ の リ ブ ３ ４ は 、 コ ッ プ 本 体 １ ２ の 支 持 部 ２ ２ の 凹 部 ２ ４
内 に 配 置 さ れ て い る た め 、 弱 い 力 を 加 え た 場 合 で は 、 キ ャ ッ プ １ ８ は 、 下 方 に 下 げ る こ と
は で き ず 、 そ の 中 心 軸 線 の 周 り を 回 す こ と も で き な い 。 ま た 、 キ ャ ッ プ １ ８ の 側 壁 ３ ０ の
内 側 に 設 け ら れ た 嶺 部 ３ ６ は 、 支 持 部 ２ ２ の 下 端 に 接 し て い る た め 、 弱 い 力 を 加 え た 場 合
で は 、 キ ャ ッ プ １ ８ を 上 方 に 上 げ る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
コ ッ プ 本 体 １ ２ 及 び キ ャ ッ プ １ ８ は 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ て お り 、 キ ャ ッ プ １
８ の 中 心 軸 の 周 り に 、 人 の 手 で 加 え る こ と が で き る 範 囲 の 比 較 的 強 い 回 転 力 を 加 え る と 、
リ ブ ３ ４ が 凸 部 ２ ６ を 乗 り 越 え る の で 、 キ ャ ッ プ １ ８ は 、 そ の 中 心 軸 の 周 り に 回 転 す る こ
と が で き る 。 キ ャ ッ プ １ ８ を 回 転 し て 、 キ ャ ッ プ １ ８ の リ ブ ３ ４ を 、 コ ッ プ 本 体 の ２ つ の
支 持 部 ２ ２ の 中 間 に 位 置 に 移 動 さ せ た 後 に 、 キ ャ ッ プ １ ８ を 押 し 下 げ る と 、 キ ャ ッ プ １ ８
に 設 け ら れ た 飲 み 口 部 ３ ２ の 下 端 が フ タ 材 １ ４ を 破 り 、 図 ３ に 示 し た 状 態 に な る 。 こ の 状
態 に て 、 消 費 者 は 飲 み 口 部 ３ ２ か ら 飲 料 を 飲 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
フ タ 材 １ ４ を 破 っ た 後 に 、 飲 料 が コ ッ プ 本 体 １ ２ と キ ャ ッ プ １ ８ と の 間 か ら こ ぼ れ な い よ
う に 、 キ ャ ッ プ １ ８ を 押 し 下 げ た 後 に 、 コ ッ プ 本 体 １ ２ と キ ャ ッ プ １ ８ と の が 密 着 す る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 ２ の 実 施 例
図 ４ ～ ７ を 参 照 し て 、 第 ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 １ １ ０ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 飲 料 容 器 １ １ ０ は 、 コ ッ プ 本 体 １ １ ２ と フ タ 材 １ １ ４ と か ら な る 密 封 容 器 １ １ ６ 、 及
び キ ャ ッ プ １ １ ８ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
密 封 容 器 １ １ ６ に は 、 滅 菌 さ れ た 飲 料 が 充 填 さ れ て お り 、 コ ッ プ 本 体 １ １ ２ に は 、 フ タ 材
１ １ ４ が 、 熱 圧 着 等 に よ り 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
コ ッ プ 本 体 １ １ ２ は 、 そ の 上 部 に 、 フ ラ ン ジ １ １ ９ を 有 す る 。 フ ラ ン ジ １ １ ９ に は 、 等 し
い 角 度 間 隔 で 、 ４ つ の 半 円 形 の 凹 部 １ ４ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
キ ャ ッ プ １ １ ８ は 、 上 部 に 位 置 す る 天 井 部 １ ２ ８ と コ ッ プ 本 体 １ １ ２ の フ ラ ン ジ １ １ ９ を
覆 う 側 壁 １ ３ ０ と を 有 す る 。 天 井 部 １ ２ ８ に は 、 下 方 に 延 び て い る 筒 状 の 飲 み 口 部 １ ３ ２
が 設 け ら れ て い る 。 飲 み 口 部 １ ３ ２ の 下 端 １ ３ ８ は 、 フ タ 材 １ １ ４ を 破 り 易 い よ う に 、 ギ
ザ ギ ザ に な っ て い る 。 側 壁 １ ３ ０ に は 、 半 径 方 向 内 側 に 突 出 し た 半 円 形 断 面 の リ ブ １ ３ ４
が 設 け ら れ て い る 。 リ ブ １ ３ ４ は 、 コ ッ プ 本 体 １ １ ２ の 凹 部 １ ４ ０ と 同 じ 数 設 け ら れ 、 キ
ャ ッ プ １ １ ８ を コ ッ プ 本 体 １ １ ２ に 対 し て 回 転 し て 、 リ ブ １ ３ ４ と 凹 部 １ ４ ０ が 一 致 し た
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位 置 に な る と 、 ４ つ の リ ブ １ ３ ４ が そ れ ぞ れ の 凹 部 １ ４ ０ を 通 っ て 下 方 に 移 動 で き る よ う
に 、 リ ブ １ ３ ４ と 凹 部 １ ４ ０ が 、 配 置 さ れ 、 寸 法 付 け ら れ て い る 。 図 ６ に 示 し た と お り 、
側 壁 １ ３ ０ の 下 方 端 の 内 側 に 円 周 方 向 に 延 び る 下 方 嶺 部 １ ４ ２ が 設 け ら れ て お り 、 図 ７ に
示 し た と お り 、 側 壁 １ ３ ０ の 下 方 端 付 近 の 内 側 に リ ブ １ ３ ４ の 間 に お い て 円 周 方 向 に 延 び
る 上 方 嶺 部 １ ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
飲 料 容 器 １ １ ０ は 、 消 費 者 に 提 供 さ れ る 時 点 に お い て は 、 図 ６ に 示 し た 状 態 に あ る 。 即 ち
、 密 封 容 器 １ １ ６ 内 に は 、 飲 料 が 収 容 さ れ て お り 、 キ ャ ッ プ １ １ ８ は 、 コ ッ プ 本 体 １ １ ２
の フ ラ ン ジ １ １ ９ を 覆 う 位 置 に あ る 。 キ ャ ッ プ １ １ ８ の 飲 み 口 部 １ ３ ２ の 下 端 １ ３ ８ は 、
フ タ 材 １ １ ４ の 上 方 に 位 置 し 、 フ タ 材 １ １ ４ に は 接 し て い な い 。 キ ャ ッ プ １ １ ８ の リ ブ １
３ ４ と 、 コ ッ プ 本 体 １ １ ２ の 凹 部 １ ４ ０ と は 一 致 し た 位 置 に な い 。 図 ６ に 示 し た と お り 、
コ ッ プ 本 体 １ １ ２ の フ ラ ン ジ １ １ ９ の 上 面 は 、 キ ャ ッ プ １ １ ８ の リ ブ １ ３ ４ の 下 端 に 接 し
て お り 、 キ ャ ッ プ １ １ ８ は 、 密 封 容 器 １ １ ６ に 対 し て 下 方 に 移 動 で き な い 。 ま た 、 コ ッ プ
本 体 １ １ ２ の フ ラ ン ジ １ １ ９ の 下 面 は 、 側 壁 １ ３ ０ の 下 方 嶺 部 １ ４ ２ に 接 し て お り 、 弱 い
力 を 加 え た 場 合 で は 、 キ ャ ッ プ １ １ ８ は 、 密 封 容 器 １ １ ６ に 対 し て 上 方 に 移 動 で き な い 。
強 い 力 を 加 え る と 、 キ ャ ッ プ １ １ ８ は 、 変 形 し て 、 密 封 容 器 １ １ ６ に 対 し て 上 方 に 移 動 で
き 、 キ ャ ッ プ １ １ ８ を 密 封 容 器 か ら 外 す こ と が で き る 。 上 記 の と お り 、 コ ッ プ 本 体 １ １ ２
の フ ラ ン ジ １ １ ９ は 、 キ ャ ッ プ １ １ ８ の リ ブ １ ３ ４ の 下 端 と 側 壁 １ ３ ０ の 下 方 嶺 部 １ ４ ２
と に 挟 ま れ て お り 、 こ れ ら に 圧 接 し て い る た め 、 弱 い 力 を 加 え た 場 合 で は 、 キ ャ ッ プ １ １
８ は 、 密 封 容 器 １ １ ６ に 対 し て 中 心 軸 の 周 り に 回 転 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
キ ャ ッ プ １ １ ８ に 、 中 心 軸 の 周 り に 、 人 の 手 で 加 え る こ と が で き る 範 囲 の 比 較 的 強 い 回 転
力 を 加 え 、 キ ャ ッ プ １ １ ８ を 回 転 し て 、 キ ャ ッ プ １ １ ８ の リ ブ １ ３ ４ を 、 コ ッ プ 本 体 １ １
２ の 凹 部 １ ４ ０ と 一 致 し た 位 置 に 移 動 さ せ る 。 そ し て 、 キ ャ ッ プ １ １ ８ を 押 し 下 げ る と 、
キ ャ ッ プ １ １ ８ に 設 け ら れ た 飲 み 口 部 １ ３ ２ の 下 端 １ ３ ８ が フ タ 材 １ １ ４ を 破 り 、 図 ７ に
示 し た 状 態 に な り 、 フ ラ ン ジ １ １ ９ は 、 キ ャ ッ プ １ １ ８ の 側 壁 １ ３ ０ の 上 方 嶺 部 １ ４ ４ の
上 方 に 移 動 し 、 こ の 位 置 に 保 持 さ れ る 。 こ の 状 態 に て 、 消 費 者 は 飲 み 口 部 １ ３ ２ か ら 飲 料
を 飲 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
第 ３ の 実 施 例
図 ８ ～ １ １ を 参 照 し て 、 第 ３ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ２ １ ０ を 説 明 す る 。 第 ３ の 実 施 例 に
従 う 飲 料 容 器 ２ １ ０ は 、 第 １ 及 び ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 と 類 似 し た 構 造 を 有 す る の で
、 主 に 、 こ れ ら と 相 違 す る 点 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
コ ッ プ 本 体 ２ １ ２ の 外 側 壁 ２ ２ ０ に は 、 等 し い 角 度 間 隔 で 、 Ｌ 字 状 棚 か ら な る ６ つ の 支 持
部 ２ ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 支 持 部 ２ ２ ２ は 、 水 平 部 ２ ４ ６ と 鉛 直 部 ２ ４ ８ と を 有 し 、 こ
れ ら が 略 Ｌ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
キ ャ ッ プ ２ １ ８ の 天 井 部 ２ ２ ８ に は 、 下 方 に 延 び て い る 円 筒 状 の 飲 み 口 部 ２ ３ ２ が 設 け ら
れ て い る 。 キ ャ ッ プ ２ １ ８ の 側 壁 ２ ３ ０ に は 、 半 径 方 向 内 側 に 突 出 し た 半 円 形 断 面 の リ ブ
２ ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。 リ ブ ２ ３ ４ は 、 １ つ の 支 持 部 ２ ２ ２ の 水 平 部 ２ ４ ６ の 上 に ２ つ
配 置 さ れ 、 従 っ て １ ２ 個 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
支 持 部 ２ ２ ２ 及 び リ ブ ２ ３ ４ の 配 置 位 置 及 び 数 は 、 こ の 態 様 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
１ つ 水 平 部 ２ ４ ６ の 上 に 配 置 さ れ る ２ つ の リ ブ ２ ３ ４ の 間 の 間 隔 は 、 水 平 部 ２ ４ ６ の 長 さ
よ り 若 干 短 く 、 鉛 直 部 ２ ４ ８ が 設 け ら れ て い な い 側 の 水 平 部 ２ ４ ６ の 端 部 か ら 隣 接 す る Ｌ
字 状 棚 の ２ ２ ０ 鉛 直 部 ２ ４ ８ ま で の 長 さ Ｌ １ よ り も 若 干 短 い 。 従 っ て 、 キ ャ ッ プ ２ １ ８ を
少 し 回 転 さ せ る と 、 ま ず 、 水 平 部 ２ ４ ６ の 上 に 配 置 さ れ た ２ つ の リ ブ ２ ３ ４ の 一 方 は 、 水
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平 部 ２ ４ ６ か ら 外 れ る 。 し か し 、 ２ つ の リ ブ ２ ３ ４ の 他 方 は 、 水 平 部 ２ ４ ６ に 残 る の で 、
キ ャ ッ プ は 押 し 下 げ る こ と は で き な い 。 更 に キ ャ ッ プ ２ １ ８ を 回 転 さ せ る と 、 他 方 の リ ブ
２ ３ ４ も 、 水 平 部 ２ ４ ６ か ら 外 れ 、 ２ つ の リ ブ ２ ３ ４ が 、 鉛 直 部 ２ ４ ８ が 設 け ら れ て い な
い 側 の 水 平 部 ２ ４ ６ の 端 部 と 隣 接 す る 支 持 部 ２ ２ ２ の 鉛 直 部 ２ ４ ８ と の 間 に 位 置 す る こ と
に な り 、 キ ャ ッ プ ２ １ ８ を 押 し 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 こ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ２ １ ０ の キ ャ ッ プ ２ １ ８ の 下 端 に は 、 袖 部 ２ ５ ０ が 設 け
ら れ て い る 。 図 １ ０ に 示 し た と お り 、 袖 部 ２ ５ ０ に は 、 密 封 容 器 ２ １ ６ 上 に キ ャ ッ プ ２ １
８ を 配 置 し た と き 、 支 持 部 ２ ２ ２ の 水 平 部 ２ ４ ６ の 下 に 位 置 す る 円 周 方 向 に 延 び て い る 下
方 嶺 部 ２ ５ ２ が 、 設 け ら れ て い る 。 密 封 容 器 ２ １ ６ に 対 し て キ ャ ッ プ ２ １ ８ に 上 方 に 弱 い
力 を 加 え て も 、 こ の 下 方 嶺 部 ２ ５ ２ が 設 け ら れ て い る の で 、 キ ャ ッ プ ２ １ ８ を 密 封 容 器 ２
１ ６ か ら 外 す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 １ ０ に 示 し た と お り 、 密 封 容 器 ２ １ ６ 上 に キ ャ ッ プ ２ １ ８ を 配 置 し た と き 、 支 持 部 ２ ２
２ の 水 平 部 ２ ４ ６ の 上 に 位 置 す る 円 周 方 向 に 延 び て い る 溝 に よ っ て 形 成 さ れ た 肉 薄 の 部 分
で あ る 切 断 線 ２ ５ ４ よ っ て 、 袖 部 ２ ５ ０ が キ ャ ッ プ ２ １ ８ の 本 体 と 連 結 さ れ て い る 。 図 １
０ に 示 し た 袖 部 ２ ５ ０ の 一 方 の 端 に 設 け ら れ た つ ま み 部 ２ ５ ６ つ ま み 、 半 径 方 向 外 側 に 引
っ 張 る こ と よ り 、 切 断 線 ２ ５ ４ に よ っ て 、 袖 部 ２ ５ ０ が キ ャ ッ プ ２ １ ８ の 本 体 か ら 徐 々 に
分 離 さ れ 、 つ い に は 、 袖 部 ２ ５ ０ が キ ャ ッ プ ２ １ ８ の 本 体 か ら 完 全 に 分 離 さ れ る 。 こ の 状
態 で 、 密 封 容 器 ２ １ ６ に 対 し て キ ャ ッ プ ２ １ ８ に 上 方 に 力 を 加 え れ ば 、 キ ャ ッ プ ２ １ ８ を
密 封 容 器 ２ １ ６ か ら 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
飲 料 容 器 ２ １ ０ は 、 消 費 者 に 提 供 さ れ る 時 点 に お い て は 、 図 １ ０ に 示 し た 状 態 に あ る 。 キ
ャ ッ プ ２ １ ８ に 、 中 心 軸 の 周 り に 右 方 向 （ 上 か ら 見 て 時 計 回 転 方 向 ） に 回 転 力 を 加 え て 、
回 転 さ せ る と 、 支 持 部 ２ ２ ２ の 水 平 部 ２ ４ ６ の 上 に 位 置 し て い た ２ つ の リ ブ ２ ３ ４ が 、 隣
接 す る ２ つ の 支 持 部 ２ ２ ２ の 間 に 移 動 し 、 こ の 位 置 に お い て 、 キ ャ ッ プ ２ １ ８ を 押 し 下 げ
る と 、 キ ャ ッ プ ２ １ ８ に 設 け ら れ た 飲 み 口 部 ２ ３ ２ の 下 端 ２ ３ ８ が フ タ 材 ２ １ ４ を 破 り 、
図 １ １ に 示 し た 状 態 に な り 、 外 側 壁 ２ ２ ０ は 、 キ ャ ッ プ ２ １ ８ の 側 壁 ２ ３ ０ の 上 方 嶺 部 ２
５ ９ の 上 方 に 移 動 し 、 こ の 位 置 に 保 持 さ れ る 。 こ の 状 態 に て 、 消 費 者 は 飲 み 口 部 ２ ３ ２ か
ら 飲 料 を 飲 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
第 ４ の 実 施 例
図 １ ２ ～ １ ４ を 参 照 し て 、 第 ４ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ３ １ ０ を 説 明 す る 。 第 ４ の 実 施 例
に 従 う 飲 料 容 器 ３ １ ０ は 、 第 １ ～ ３ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 と 類 似 し た 構 造 を 有 す る の で
、 主 に 、 こ れ ら と 相 違 す る 点 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
コ ッ プ 本 体 ３ １ ２ の 外 側 壁 ３ ２ ０ に は 、 ３ つ の 台 形 の 支 持 部 ３ ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 支
持 部 ３ ２ ２ の 数 は 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 支 持 部 ３ ２ ２ は 、 水 平 の 頂 部 平 面 ３ ５ ８ と 左 斜
面 ３ ６ ０ 及 び 右 斜 面 ３ ６ ２ と 水 平 の 底 部 平 面 ３ ６ ４ と を 有 す る 。 更 に 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ２
の 外 側 壁 ３ ２ ０ に は 、 支 持 部 ３ ２ ２ の 頂 部 平 面 ３ ５ ８ の 上 部 左 右 に お い て 、 半 径 方 向 外 側
に 突 出 し て い る 半 円 形 断 面 の 左 凸 部 ３ ６ ６ 及 び 右 凸 部 ３ ６ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
キ ャ ッ プ ３ １ ８ の 側 壁 ３ ３ ０ に は 、 支 持 部 ３ ２ ２ に 対 応 す る 位 置 に ３ つ の リ ブ ３ ３ ４ が 設
け ら れ て い る 。 リ ブ ３ ３ ４ は 、 半 径 方 向 内 側 に 突 出 し た 略 直 方 体 形 状 を 有 す る 。 図 １ ３ に
示 し た と お り 、 リ ブ ３ ３ ４ の 幅 は 、 左 凸 部 ３ ６ ６ と 右 凸 部 ３ ６ ８ と の 間 隔 に 略 等 し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
更 に 、 図 １ ２ に 示 し た と お り 、 キ ャ ッ プ ３ １ ８ の 側 壁 ３ ３ ０ に は 、 リ ブ ３ ３ ４ の 間 に お い
て 中 間 高 さ 位 置 に お い て 内 側 に 突 出 し て い る 中 間 凸 部 ３ ７ ０ と 、 リ ブ ３ ３ ４ の 左 右 に 隣 接
し て 下 方 位 置 に お い て 内 側 に 突 出 し て い る 下 方 凸 部 ３ ７ ２ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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飲 料 容 器 ３ １ ０ は 、 消 費 者 に 提 供 さ れ る 時 点 に お い て は 、 図 １ ３ に 示 し た 状 態 に あ る 。 即
ち 、 キ ャ ッ プ ３ １ ８ の リ ブ ３ ３ ４ が 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ２ の 左 凸 部 ３ ６ ６ と 右 凸 部 ３ ６ ８ の
間 に 位 置 し て お り 、 リ ブ ３ ３ ４ の 底 部 は 支 持 部 ３ ２ ２ の 頂 部 平 面 ３ ５ ８ に 接 し て い る 。 こ
の た め 、 弱 い 力 で は 、 キ ャ ッ プ ３ １ ８ は 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ２ に 対 し て 中 心 軸 の 周 り に 回 転
せ ず 、 下 方 に 力 を 加 え て も 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ２ に 対 し て 下 方 に 移 動 し な い 。 更 に 、 キ ャ ッ
プ ３ １ ８ の 下 方 凸 部 ３ ７ ２ が 、 支 持 部 ３ ２ ２ の 底 部 平 面 ３ ６ ４ に 接 し て い る の で 、 キ ャ ッ
プ ３ １ ８ は 、 弱 い 力 で は 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ２ に 対 し て 上 方 に 移 動 し な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
キ ャ ッ プ ３ １ ８ に 、 中 心 軸 の 周 り に 強 い 回 転 力 を 加 え て 、 例 え ば 右 に 回 転 さ せ る と 、 キ ャ
ッ プ ３ １ ８ 及 び コ ッ プ 本 体 ３ １ ２ が 若 干 変 形 し 、 キ ャ ッ プ ３ １ ８ の リ ブ ３ ３ ４ が 、 コ ッ プ
本 体 ３ １ ２ の 左 凸 部 ３ ６ ６ を 乗 り 越 え る 。 そ し て 、 キ ャ ッ プ ３ １ ８ の リ ブ ３ ３ ４ の 下 端 が
、 支 持 部 ３ ２ ２ の 一 方 の 左 斜 面 ３ ６ ０ に 接 触 し な が ら 移 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ れ ら の 移 動 に よ っ て 、 キ ャ ッ プ ３ １ ８ は 、 図 １ ３ に 示 し た 位 置 か ら 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ２
に 対 し て 、 高 さ 位 置 を 維 持 し た ま ま 少 し 右 に 回 転 し 、 そ し て 、 右 に 回 転 し な が ら 徐 々 に 降
下 し 、 図 １ ４ に 示 し た 位 置 に 移 動 す る 。 こ の と き 、 キ ャ ッ プ ３ １ ８ の 中 間 凸 部 ３ ７ ０ が 、
左 に 位 置 し て い た 支 持 部 ３ ２ ２ の 下 に 入 り 込 み 、 支 持 部 ２ ２ ２ の 底 部 平 面 ３ ６ ４ に 接 す る
位 置 に な る 。 こ の 状 態 に お い て は 、 キ ャ ッ プ ３ １ ８ は 、 弱 い 力 で は 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ２ に
対 し て 上 方 に 移 動 し な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 １ ４ に 示 し た 状 態 に て 、 消 費 者 は 飲 み 口 部 ３ ３ ２ か ら 飲 料 を 飲 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
キ ャ ッ プ ３ １ ８ は 、 上 記 の と お り の 移 動 を す る の で 、 密 封 容 器 ３ １ ６ の フ タ 材 ３ １ ４ は 、
太 い 円 弧 状 の 開 口 が 形 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
第 ５ の 実 施 例
図 １ ５ ～ １ ７ を 参 照 し て 、 第 ５ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ３ １ １ を 説 明 す る 。 第 ４ の 実 施 例
に 従 う 飲 料 容 器 ３ １ １ は 、 第 １ ～ ４ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 と 類 似 し た 構 造 を 有 す る の で
、 主 に 、 こ れ ら と 相 違 す る 点 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
コ ッ プ 本 体 ３ １ ３ の 外 側 壁 ３ ２ １ に は 、 ３ つ の 台 形 の 支 持 部 ３ ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 支
持 部 ３ ２ ３ は 、 水 平 の 頂 部 平 面 ３ ５ ９ と 左 斜 面 ３ ６ １ と 水 平 の 底 部 平 面 ３ ６ ５ と を 有 す る
。 第 ４ の 実 施 例 と 異 な り 、 右 斜 面 は な い 。 更 に 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ３ の 外 側 壁 ３ ２ １ に は 、
支 持 部 ３ ２ ３ の 頂 部 平 面 ３ ５ ９ の 上 部 左 に お い て 、 半 径 方 向 外 側 に 突 出 し て い る 半 円 形 断
面 の 左 凸 部 ３ ６ ７ が 設 け ら れ て お り 、 支 持 部 ３ ２ ３ の 頂 部 平 面 ３ ５ ９ の 上 部 右 に お い て 、
左 凸 部 ３ ６ ７ に 比 べ 大 き く 半 径 方 向 外 側 に 突 出 し て い る 矩 形 断 面 の 右 凸 部 ３ ６ ９ が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
キ ャ ッ プ ３ １ ９ の 側 壁 ３ ３ １ に は 、 支 持 部 ３ ２ ３ に 対 応 す る 位 置 に ３ つ の リ ブ ３ ３ ５ が 設
け ら れ て い る 。 リ ブ ３ ３ ５ は 、 半 径 方 向 内 側 に 突 出 し た 略 直 方 体 形 状 を 有 す る 。 更 に 、 リ
ブ ３ ３ ５ の 下 方 端 内 側 に は 内 側 に 突 出 し 円 周 方 向 に 延 び て い る 嶺 部 ３ ７ ５ を 有 す る 。 図 １
６ に 示 し た と お り 、 リ ブ ３ ３ ５ の 幅 は 、 左 凸 部 ３ ６ ７ と 右 凸 部 ３ ６ ９ と の 間 隔 に 略 等 し い
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
更 に 、 図 １ ５ に 示 し た と お り 、 キ ャ ッ プ ３ １ ９ の 側 壁 ３ ３ １ に は 、 リ ブ ３ ３ ５ の 間 に お い
て 側 壁 ３ ３ １ の 高 さ の 全 長 に わ た り 延 び て い る 中 間 凸 部 ３ ７ １ を 有 し 、 こ の 中 間 凸 部 ３ ７
１ の 下 方 端 内 側 に は 内 側 に 突 出 し 周 方 向 に 延 び て い る 嶺 部 ３ ７ ７ を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
飲 料 容 器 ３ １ １ は 、 消 費 者 に 提 供 さ れ る 時 点 に お い て は 、 図 １ ６ に 示 し た 状 態 に あ る 。 即
ち 、 キ ャ ッ プ ３ １ ９ の リ ブ ３ ３ ５ が 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ３ の 左 凸 部 ３ ６ ７ と 右 凸 部 ３ ６ ９ の
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間 に 位 置 し て い る 。 こ の た め 、 左 方 向 （ 上 か ら 見 て 反 時 計 回 転 方 向 ） に 強 い 回 転 力 を 加 え
て も 、 リ ブ ３ ３ ５ の 嶺 部 ３ ７ ５ が 矩 形 断 面 の 右 凸 部 ３ ６ ９ に 当 た り 回 転 し な い 。 右 方 向 に
は 弱 い 回 転 力 を 加 え た 場 合 に は 、 リ ブ ３ ３ ５ の 嶺 部 ３ ７ ５ が 半 円 形 断 面 の 左 凸 部 ３ ６ ７ に
当 た り 回 転 し な い 。 リ ブ ３ ３ ５ の 嶺 部 ３ ７ ５ の 底 部 が 支 持 部 ３ ２ ３ の 頂 部 平 面 ３ ５ ９ に 接
し て い る た め 、 下 方 に 力 を 加 え て も 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ３ に 対 し て 下 方 に 移 動 し な い 。 更 に
、 キ ャ ッ プ ３ １ ９ の 中 間 凸 部 ３ ７ １ の 嶺 部 ３ ７ ７ が 、 キ ャ ッ プ ３ １ ９ の 外 壁 部 ３ ３ １ の 下
端 に 接 し て い る た め 、 キ ャ ッ プ ３ １ ８ は 、 弱 い 力 で は 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ３ に 対 し て 上 方 に
移 動 し な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
キ ャ ッ プ ３ １ ９ に 、 中 心 軸 の 周 り に 強 い 回 転 力 を 加 え て 、 右 に 回 転 さ せ る と 、 キ ャ ッ プ ３
１ ９ 及 び コ ッ プ 本 体 ３ １ ３ が 若 干 変 形 し 、 キ ャ ッ プ ３ １ ９ の リ ブ ３ ３ ５ の 嶺 部 ３ ７ ５ が 、
コ ッ プ 本 体 ３ １ ３ の 左 凸 部 ３ ６ ７ を 乗 り 越 え る 。 そ し て 、 キ ャ ッ プ ３ １ ９ の リ ブ ３ ３ ５ の
下 端 が 、 支 持 部 ３ ２ ３ の 左 斜 面 ３ ６ １ に 接 触 し な が ら 移 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ れ ら の 移 動 に よ っ て 、 キ ャ ッ プ ３ １ ９ は 、 図 １ ６ に 示 し た 位 置 か ら 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ３
に 対 し て 、 高 さ 位 置 を 維 持 し た ま ま 少 し 右 に 回 転 し 、 そ し て 、 右 に 回 転 し な が ら 徐 々 に 降
下 し 、 図 １ ７ に 示 し た 位 置 に 移 動 し 、 飲 み 口 部 ３ ３ ３ が フ タ 材 ３ １ ５ を 破 る 。 こ の と き 、
キ ャ ッ プ ３ １ ９ の 中 間 凸 部 ３ ７ １ の 左 側 部 が 、 隣 接 す る リ ブ ３ ３ ５ の 右 側 部 に 当 た る た め
、 こ れ 以 上 右 に 回 転 で き な い 。 そ し て 、 今 度 は 、 キ ャ ッ プ ３ １ ９ を 左 に 回 転 す る と 、 リ ブ
３ ３ ５ の 嶺 部 ３ ７ ５ が 、 支 持 部 ３ ２ ３ の 下 に 入 り 込 み 、 リ ブ ３ ３ ５ の 嶺 部 ３ ７ ５ が 、 支 持
部 ３ ２ ３ の 底 部 平 面 ３ ６ ５ に 接 す る 位 置 に な る 。 こ の 位 置 に お い て は 、 キ ャ ッ プ ３ １ ９ は
、 弱 い 力 で は 、 コ ッ プ 本 体 ３ １ ３ に 対 し て 上 方 に 移 動 し な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
こ の 位 置 に お い て 、 消 費 者 は 飲 み 口 部 ３ ３ ３ か ら 飲 料 を 飲 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
第 ６ の 実 施 例
図 １ ８ ～ ２ ０ を 参 照 し て 、 第 ６ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ４ １ ０ を 説 明 す る 。 第 ６ の 実 施 例
に 従 う 飲 料 容 器 ４ １ ０ は 、 第 １ ～ ５ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 と 類 似 し た 構 造 を 有 す る の で
、 主 に 、 こ れ ら と 相 違 す る 点 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
コ ッ プ 本 体 ４ １ ２ の 外 側 壁 ４ ２ ０ に は 、 等 し い 角 度 間 隔 で 、 ４ つ の 棚 状 の 支 持 部 ４ ２ ２ が
設 け ら れ て い る 。 支 持 部 ４ ２ ２ は 、 右 端 の 上 部 鉛 直 壁 ４ ６ ４ と 、 上 部 鉛 直 壁 ４ ６ ４ の 下 端
に 連 結 さ れ た 上 部 水 平 壁 ４ ６ ６ と 、 上 部 水 平 壁 ４ ６ ６ の 左 端 に 連 結 さ れ た 傾 斜 壁 ４ ６ ８ と
、 傾 斜 壁 ４ ６ ８ の 下 端 に 連 結 さ れ た 下 部 水 平 壁 ４ ７ ０ と 、 下 部 水 平 壁 ４ ７ ０ の 左 端 に 連 結
さ れ た 下 部 鉛 直 壁 ４ ７ ２ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
キ ャ ッ プ ４ １ ８ の 側 壁 ４ ３ ０ に は 、 等 し い 角 度 間 隔 で 、 ４ つ の リ ブ ４ ３ ４ が 設 け ら れ て い
る 。 リ ブ ４ ３ ４ は 、 半 径 方 向 内 側 に 突 出 し て お り 、 半 円 形 断 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
飲 料 容 器 ４ １ ０ は 、 消 費 者 に 提 供 さ れ る 時 点 に お い て は 、 図 １ ９ に 示 し た 状 態 に あ る 。 即
ち 、 キ ャ ッ プ ４ １ ８ の リ ブ ４ ３ ４ が 、 支 持 部 ４ ２ ２ の 上 部 鉛 直 壁 ４ ６ ４ に 接 触 し て 、 上 部
水 平 壁 ３ ６ ６ 上 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
キ ャ ッ プ ４ １ ８ に 、 中 心 軸 の 周 り に 回 転 力 を 加 え て 、 矢 印 で 示 し た と お り に 右 に 回 転 さ せ
る と 、 キ ャ ッ プ ４ １ ８ の リ ブ ４ ３ ４ が 、 上 部 鉛 直 壁 ４ ６ ４ に 接 触 し た 上 部 水 平 壁 ４ ６ ６ 上
の 位 置 か ら 、 上 部 水 平 壁 ４ ６ ６ 上 を 左 に 移 動 し 、 傾 斜 壁 ４ ６ ８ に 沿 っ て 徐 々 に 降 下 し 、 飲
み 口 部 ４ ３ ２ が フ タ 材 ４ １ ４ を 破 る 。 そ し て 、 キ ャ ッ プ ４ １ ８ の リ ブ ４ ３ ４ は 、 下 部 水 平
壁 ４ ７ ０ に 沿 っ て 左 に 進 み 、 図 ２ ０ に 示 し た と お り の 下 部 鉛 直 壁 ４ ７ ２ に 接 触 し た 下 部 水
平 壁 ４ ７ ０ 上 の 位 置 に 至 る 。 図 ２ ０ に 示 し た 状 態 に て 、 消 費 者 は 飲 み 口 部 ４ ３ ２ か ら 飲 料
を 飲 む こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
第 ７ の 実 施 例
図 ２ １ に は 、 第 ６ の 実 施 例 を 若 干 修 正 し た 第 ７ の 実 施 例 が 示 さ れ て い る 。 こ の 第 ７ の 実 施
例 に 従 う 飲 用 容 器 ４ ０ ９ は 、 コ ッ プ 本 体 ４ １ ２ の 外 側 壁 ４ ２ ０ に 上 下 方 向 の 延 び る 半 円 断
面 形 状 の 凸 部 ４ ７ ４ を 備 え て い る 。 こ の 凸 部 ４ ７ ４ は 、 支 持 部 ４ １ ９ の 上 部 水 平 壁 ４ ６ ６
の 左 端 の 上 部 に 位 置 す る 。 飲 料 容 器 ４ ０ ９ は 、 消 費 者 に 提 供 さ れ る 時 点 に お い て は 、 キ ャ
ッ プ ４ １ ８ に 設 け ら れ た リ ブ ４ ３ ４ が 、 上 部 鉛 直 壁 ４ ６ ４ と 凸 部 ４ ７ ４ と の 間 に 位 置 に 保
持 さ れ て い る 。 キ ャ ッ プ ４ １ ８ を 比 較 的 強 い 力 で 矢 印 に 示 し た と お り の 右 方 向 に 回 転 す る
と 、 コ ッ プ 本 体 ４ １ ２ 及 び キ ャ ッ プ ４ １ ８ が そ れ ぞ れ 半 径 方 向 内 側 及 び 外 側 に 若 干 変 形 す
る こ と に よ っ て 、 キ ャ ッ プ ４ １ ８ に 設 け ら れ た リ ブ ４ ３ ４ が 、 凸 部 ４ ７ ４ を 越 え 進 む 。 以
後 の 作 動 は 、 第 ６ の 実 施 例 に 従 う 飲 用 容 器 ４ １ ０ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
第 ８ の 実 施 例
図 ２ ２ も 、 第 ６ の 実 施 例 を 若 干 修 正 し た 第 ８ の 実 施 例 が 示 さ れ て い る 。 こ の 第 ８ の 実 施 例
に 従 う 飲 用 容 器 ４ １ １ は 、 上 部 水 平 壁 ４ ６ ６ の 左 端 に 半 径 方 向 の 延 び る 半 円 断 面 形 状 の 凸
部 ４ ７ ６ を 備 え て い る 。 飲 料 容 器 ４ １ １ は 、 消 費 者 に 提 供 さ れ る 時 点 に お い て は 、 キ ャ ッ
プ ４ １ ８ に 設 け ら れ た リ ブ ４ ３ ４ が 、 上 部 鉛 直 壁 ４ ６ ４ と 凸 部 ４ ７ ６ と の 間 に 位 置 し て い
る 。 キ ャ ッ プ ４ １ ８ を 比 較 的 強 い 力 で 矢 印 に 示 し た と お り の 右 方 向 に 回 転 す る と 、 キ ャ ッ
プ ４ １ ８ 及 び 上 部 水 平 壁 ４ ６ ６ が そ れ ぞ れ 上 下 方 向 に 若 干 変 形 す る こ と に よ っ て 、 キ ャ ッ
プ ４ １ ８ に 設 け ら れ た リ ブ ４ ３ ４ が 、 凸 部 ４ ７ ６ を 越 え 進 む 。 以 後 の 作 動 は 、 第 ６ の 実 施
例 に 従 う 飲 用 容 器 ４ １ ０ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
第 ９ の 実 施 例
図 ２ ３ ～ ２ ５ を 参 照 し て 、 第 ９ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ５ １ ０ を 説 明 す る 。 第 ９ の 実 施 例
に 従 う 飲 料 容 器 ５ １ ０ は 、 第 １ ～ ８ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 と 類 似 し た 構 造 を 有 す る の で
、 主 に 、 こ れ ら と 相 違 す る 点 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
飲 料 容 器 ５ １ ０ の コ ッ プ 本 体 ５ １ ２ の 上 端 の 外 周 に は 、 ね じ 山 ５ ７ ８ と ね じ 山 ５ ７ ８ の 下
に 位 置 す る 棚 部 ５ ８ ０ と を 備 え て い る 。 棚 部 ５ ８ ０ は 、 そ の 端 部 の つ ま み 部 ５ ８ ２ を 半 径
方 向 外 側 に 引 っ 張 る こ と に よ っ て 、 切 断 線 ５ ８ ６ に 沿 っ て コ ッ プ 本 体 ５ １ ２ か ら 切 り 離 す
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
キ ャ ッ プ ５ １ ８ の 側 壁 ５ ３ ０ の 内 面 に は 、 コ ッ プ 本 体 ５ １ ２ の ね じ 山 ５ ７ ８ と 螺 合 す る ね
じ 山 ５ ８ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
飲 料 容 器 ５ １ ０ は 、 消 費 者 に 提 供 さ れ る 時 点 に お い て は 、 図 ２ ４ に 示 し た 状 態 に あ る 。 即
ち 、 キ ャ ッ プ ５ １ ８ の 側 壁 ５ ３ ０ の 下 端 が 、 コ ッ プ 本 体 ５ １ ２ の 棚 部 ５ ８ ０ の 上 面 に 接 し
て い る 。 こ の た め 、 キ ャ ッ プ ５ １ ８ は 、 下 に 移 動 す る よ う に 回 転 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
飲 料 を 飲 む と き は 、 棚 部 ５ ８ ０ の 端 部 の つ ま み 部 ５ ８ ２ を 半 径 方 向 外 側 に 引 っ 張 り 、 棚 部
５ ８ ０ を 、 コ ッ プ 本 体 ５ １ ２ か ら む し り 取 る 。 そ し て 、 キ ャ ッ プ ５ １ ８ を 右 方 向 に 回 転 す
る 。 こ れ に よ っ て 、 キ ャ ッ プ ５ １ ８ は 徐 々 に 降 下 し 、 飲 み 口 部 ５ ３ ２ が フ タ 材 ５ １ ４ を 破
り 、 消 費 者 は 、 飲 み 口 部 ５ ３ ２ か ら コ ッ プ 本 体 ５ １ ２ 内 の 飲 料 を 飲 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
第 １ ０ の 実 施 例
図 ２ ６ ～ ２ ８ を 参 照 し て 、 第 １ ０ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ６ １ ０ を 説 明 す る 。 第 １ ０ の 実
施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ６ １ ０ は 、 第 １ ～ ９ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 と 類 似 し た 構 造 を 有 す る
の で 、 主 に 、 こ れ ら と 相 違 す る 点 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
飲 料 容 器 ６ １ ０ の コ ッ プ 本 体 ６ １ ２ の 上 端 の 外 周 に は 、 キ ャ ッ プ ６ １ ８ の 内 側 設 け ら れ た
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ね じ 山 と 螺 合 す る ね じ 山 ６ ７ ８ と ね じ 山 ６ ７ ８ の 下 に 位 置 す る 複 数 個 の 棚 部 ６ ８ ０ と を 備
え て い る 。 棚 部 ６ ８ ０ は 、 図 ２ ６ に 示 し た と お り 、 隣 接 す る 棚 部 ６ ８ ０ と の 間 に 間 隙 を 有
す る 。 棚 部 ６ ８ ０ の 各 々 は 、 コ ッ プ 本 体 ６ １ ２ の 外 側 壁 ６ ２ ０ の 下 端 に 肉 薄 部 ６ ８ ２ に お
い て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
コ ッ プ 本 体 ６ １ ２ の 複 数 個 の 棚 部 ６ ８ ０ は 、 キ ャ ッ プ ６ １ ８ の 下 端 で 、 比 較 的 弱 い 力 に よ
っ て 下 方 に 押 さ れ た 場 合 に は 、 変 形 し な い が 、 比 較 的 強 い 力 に よ っ て 下 方 に 押 さ れ た 場 合
に は 、 棚 部 ６ ８ ０ は そ れ ぞ れ の 肉 薄 部 ６ ８ ２ を 中 心 に ９ ０ ° 回 転 し て 、 棚 部 ６ ８ ０ は 、 図
２ ７ に 示 し た と お り の 水 平 方 向 か ら 、 図 ２ ８ に 示 し た と お り の 鉛 直 方 向 に 向 き が 変 わ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
飲 料 容 器 ６ １ ０ は 、 消 費 者 に 提 供 さ れ る 時 点 に お い て は 、 図 ２ ７ に 示 し た 状 態 に あ る 。 即
ち 、 キ ャ ッ プ ６ １ ８ の 側 壁 ６ ３ ０ の 下 端 が 、 コ ッ プ 本 体 ６ １ ２ の 複 数 の 棚 部 ６ ８ ０ の 上 面
に 接 し て い る 。 こ の た め 、 キ ャ ッ プ ６ １ ８ は 、 弱 い 力 で は 、 下 に 移 動 す る よ う に 回 転 す る
こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
飲 料 を 飲 む と き は 、 キ ャ ッ プ ６ １ ８ を 強 い 力 で 回 転 す る 。 キ ャ ッ プ ６ １ ８ の 下 端 が 、 複 数
個 の 棚 部 ６ ８ ０ を 押 し 下 げ 、 棚 部 ６ ８ ０ は そ れ ぞ れ の 肉 薄 部 ６ ８ ２ を 中 心 に ９ ０ ° 回 転 す
る 。 こ れ に よ っ て 、 キ ャ ッ プ ６ １ ８ は 徐 々 に 降 下 し 、 飲 み 口 部 ６ ３ ２ が フ タ 材 を ６ １ ４ を
破 り 、 消 費 者 は 、 飲 み 口 部 ６ ３ ２ か ら コ ッ プ 本 体 ６ １ ２ 内 の 飲 料 を 飲 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
第 １ １ の 実 施 例
図 ２ ９ に は 、 第 １ ０ の 実 施 例 を 若 干 修 正 し た 第 １ １ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ６ １ １ が 示 さ
れ て い る 。 こ の 第 １ １ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ６ １ １ に お い て は 、 棚 部 ６ ８ ０ の 外 側 端 が
、 そ れ に 隣 接 す る 棚 部 の 外 側 端 に つ な ぎ 部 ６ ８ ４ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
こ の つ な ぎ 部 ６ ８ ４ を 設 け る こ と に よ っ て 、 棚 部 ６ ８ ０ が 薄 肉 部 ６ ８ ２ に お い て 折 り 畳 ま
れ る と き に 、 複 数 の 棚 部 ６ ８ ０ が 同 時 に も し く は 次 々 と 折 り 畳 ま れ る た め 、 安 定 し た 締 め
込 み 、 畳 み 込 み を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
飲 み 口 部 の 変 形 態 様
図 ３ ０ ～ ３ ９ に は 、 飲 み 口 部 の 変 形 態 様 が 示 さ れ て お り 、 こ れ ら の 飲 み 口 部 は 、 第 １ 乃 至
第 １ １ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 飲 み 口 部 と し て 使 用 で き 、 特 に 、 キ ャ ッ プ が 密 封 容 器 の
中 心 軸 の 周 り を 回 転 し 、 同 時 に 押 し 下 げ ら れ る 実 施 例 、 即 ち 第 ４ 乃 至 第 １ １ の 実 施 例 に 従
う 飲 料 容 器 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
図 ３ ０ 及 び ３ １ に 示 し た 飲 料 容 器 は 、 キ ャ ッ プ １ ８ の 天 井 部 ２ ８ か ら 下 方 に 延 び て い る 飲
み 口 部 ６ ８ ６ を 有 す る 。 こ の 飲 み 口 部 ６ ８ ６ は 、 全 体 と し て 、 円 筒 形 を し て お り 、 斜 め に
切 断 さ れ た 下 方 端 を 有 す る 。 キ ャ ッ プ １ ８ が 押 し 下 げ ら れ る と き 、 飲 み 口 部 ６ ８ ６ の 下 方
端 に よ っ て 、 密 封 容 器 １ ６ の フ タ 材 １ ４ を 容 易 に 破 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
図 ３ ２ 及 び ３ ３ に 示 し た 飲 料 容 器 は 、 キ ャ ッ プ １ ８ の 天 井 部 ２ ８ か ら 下 方 に 延 び て い る 飲
み 口 部 ６ ８ ８ を 有 す る 。 こ の 飲 み 口 部 ６ ８ ８ は 、 円 筒 形 部 分 の 下 方 内 側 に 、 下 方 に 切 断 縁
を 有 す る 略 三 角 形 部 材 ６ ８ ９ が 固 定 さ れ て い る 。 キ ャ ッ プ １ ８ が 押 し 下 げ ら れ る と き 、 略
三 角 形 部 材 ６ ８ ９ の 下 方 の 切 断 縁 に よ っ て 、 密 封 容 器 １ ６ の フ タ 材 １ ４ を 容 易 に 破 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
図 ３ ４ 及 び ３ ５ に 示 し た 飲 料 容 器 は 、 キ ャ ッ プ １ ８ の 天 井 部 ２ ８ か ら 下 方 に 延 び て い る 飲
み 口 部 ６ ９ ０ を 有 す る 。 こ の 飲 み 口 部 ６ ９ ０ の 上 方 部 分 は 、 円 筒 形 部 分 ６ ９ ２ で あ り 、 下
方 部 分 は 、 四 角 断 面 形 状 を 有 す る 筒 状 部 分 ６ ９ ４ に な っ て い る 。 キ ャ ッ プ １ ８ が 押 し 下 げ
ら れ る と き 、 四 角 断 面 形 状 を 有 す る 筒 状 部 分 ６ ９ ４ の 下 方 の 角 部 に よ っ て 、 密 封 容 器 １ ６
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の フ タ 材 １ ４ を 容 易 に 破 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
図 ３ ６ 及 び ３ ７ に 示 し た 飲 料 容 器 は 、 キ ャ ッ プ １ ８ の 天 井 部 ２ ８ か ら 下 方 に 延 び て い る 飲
み 口 部 ６ ９ ６ を 有 す る 。 こ の 飲 み 口 部 ６ ９ ６ は 、 下 方 に 向 け て 、 １ つ の 直 径 方 向 の 幅 が 徐
々 に 狭 く な り 、 こ の 直 径 方 向 と 垂 直 な 方 向 の 幅 は 変 わ ら な い 形 状 （ 図 ３ ７ 参 照 ） を 有 す る
。 上 記 幅 が 徐 々 に 狭 く な る 飲 み 口 部 ６ ９ ６ の 直 径 方 向 は 、 キ ャ ッ プ １ ８ の 半 径 方 向 と 一 致
す る 方 向 で あ る の が 好 ま し い 。 キ ャ ッ プ １ ８ が 押 し 下 げ ら れ る と き 、 図 示 し た 態 様 で は 、
キ ャ ッ プ １ ８ は 、 そ の 中 心 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 飲 み 口 部 ６ ９ ６ の 下 方 端 の 狭 く な っ た 縁 ６
９ ７ が 、 密 封 容 器 １ ６ の フ タ 材 １ ４ を 破 る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
図 ３ ８ 及 び ３ ９ に 示 し た 飲 料 容 器 は 、 キ ャ ッ プ １ ８ の 天 井 部 ２ ８ か ら 下 方 に 延 び て い る 飲
み 口 部 ６ ９ ８ を 有 す る 。 こ の 飲 み 口 部 ６ ９ ８ は 、 下 方 部 分 は 、 全 体 と し て 斜 め に 傾 斜 し た
形 状 を 有 す る 。 キ ャ ッ プ １ ８ が 押 し 下 げ ら れ る と き 、 図 示 し た 態 様 で は 、 キ ャ ッ プ １ ８ は
、 そ の 中 心 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 飲 み 口 部 ６ ９ ８ の 下 方 端 の 鋭 角 に な っ た 縁 ６ ９ ９ が 、 密 封
容 器 １ ６ の フ タ 材 １ ４ を 破 る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
第 １ ２ の 実 施 例
図 ４ ０ ～ ４ ４ を 参 照 し て 、 第 １ ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ７ １ ０ を 説 明 す る 。 第 １ ２ の 実
施 例 に 従 う 飲 料 容 器 ７ １ ０ は 、 第 １ ～ １ １ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 と 類 似 し た 構 造 を 有 す
る の で 、 主 に 、 こ れ ら と 相 違 す る 点 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
キ ャ ッ プ ７ １ ８ の 周 縁 が 、 コ ッ プ 本 体 ７ １ ２ の 上 端 に 、 融 着 、 接 着 剤 等 に よ っ て 固 定 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
キ ャ ッ プ ７ １ ８ に は 、 １ つ の 押 込 み 部 ７ ５ ２ を 有 す る 。 こ の 押 込 み 部 ７ ５ ２ の 底 面 は 図 ４
１ に 示 し た と お り ５ 角 形 を し て お り 、 下 方 の 辺 は 、 キ ャ ッ プ ７ １ ８ の 中 心 軸 を と お る 直 径
方 向 に 延 び て い る 下 記 の と お り の ヒ ン ジ ７ ５ ４ を 形 成 し て い る 。 こ の 押 込 み 部 ７ ５ ２ の 底
面 の 他 の ４ つ の 辺 に は 、 肉 薄 部 ７ ５ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 押 込 み 部 ７ ５ ２ の 、 ヒ ン ジ ７ ５
４ 側 に ３ つ の 嶺 ７ ５ ８ が 設 け ら れ て い て 、 押 込 み 部 ７ ５ ２ が 押 さ れ た と き 、 変 形 し な い よ
う に な っ て い る 。 ま た 、 図 ４ ３ に 示 し た と お り 、 押 込 み 部 ７ ５ ２ の ヒ ン ジ ７ ５ ４ 近 く の 下
面 に は 、 ボ ス ７ ６ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
図 ４ ２ に 示 し た と お り 、 キ ャ ッ プ ７ １ ８ の 押 込 み 部 ７ ５ ２ 近 く 下 面 に は 、 ボ ス ７ ６ ０ を 収
容 す る 溝 ７ ６ ２ を 有 す る 固 定 壁 ７ ６ ４ が 設 け ら れ て い る 。 溝 ７ ６ ２ は 、 末 広 の 肩 部 ７ ６ ６
と 狭 い 首 部 ７ ６ ８ と 円 形 の 頭 部 ７ ７ ０ と を 有 す る 。 溝 ７ ６ ２ の 末 広 の 肩 部 ７ ６ ６ の 断 面 形
状 は 、 ボ ス ７ ６ ０ の 断 面 形 状 よ り も 大 き く 、 狭 い 首 部 ７ ６ ８ の 断 面 形 状 は ボ ス ７ ６ ０ の 断
面 形 状 よ り も 若 干 小 さ く 、 円 形 の 頭 部 ７ ７ ０ の 断 面 形 状 は ボ ス ７ ９ ６ ０ の 断 面 形 状 と ほ ぼ
等 し い 。 こ の た め 、 ボ ス ７ ６ ０ が 、 末 広 の 肩 部 ７ ６ ６ か ら 溝 ７ ６ ２ に 導 入 さ れ る と 、 狭 い
首 部 ７ ６ ８ を 弾 性 的 に 押 し 広 げ 、 円 形 の 頭 部 ７ ７ ０ 内 に 保 持 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
キ ャ ッ プ ７ １ ８ の 半 径 方 向 の 、 押 込 み 部 ７ ５ ２ の 端 部 の 下 方 端 は 、 図 ４ ３ に 示 し た と り 、
鋭 角 の 先 端 部 ７ ７ ２ が 設 け ら れ て い る 。 下 記 の と お り キ ャ ッ プ ７ １ ８ が 押 し 下 げ ら れ た と
き 、 こ の 先 端 部 ７ ７ ２ が フ タ 材 ７ １ ４ を 破 る 。 鋭 角 の 部 分 は 、 こ の よ う に 押 込 み 部 ７ ５ ２
の 先 端 の み に 設 け る こ と も 、 あ る い は 、 押 込 み 部 ７ ５ ２ の 下 方 端 部 に 肉 薄 部 ７ ５ ６ に 沿 っ
て 設 け る こ と も で き る 。
飲 料 容 器 ７ １ ０ は 、 消 費 者 に 提 供 さ れ る 時 点 に お い て は 、 図 ４ ３ に 示 し た 状 態 に あ る 。 飲
料 を 飲 む と き は 、 キ ャ ッ プ ７ １ ８ の 押 込 み 部 ７ ５ ２ を 強 い 力 で 下 方 に 押 す 。 こ れ に よ っ て
、 押 込 み 部 ７ ５ ２ の 回 り の 肉 薄 部 ７ ５ ６ が 切 断 さ れ 、 押 込 み 部 ７ ５ ２ は 、 ヒ ン ジ ７ ５ ４ を
中 心 に 旋 回 し 、 押 込 み 部 ７ ５ ２ の 先 端 部 ７ ７ ２ が フ タ 材 ７ １ ４ を 破 り 、 消 費 者 は 、 押 込 み
部 ７ ５ ２ に よ っ て 開 け ら れ た 開 口 か ら コ ッ プ 本 体 ７ １ ２ 内 の 飲 料 を 飲 む こ と が で き る 。 先
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端 部 ７ ７ ２ は 、 押 込 み 部 の 開 口 形 状 に 沿 っ た も の で も 良 い し 、 一 部 分 で も か ま わ な い 。 又
、 ノ コ ギ リ 状 形 状 な ど で も 良 く 、 フ タ 材 を 開 け る こ と を 目 的 と す る 。 押 込 み 部 ７ ５ ２ を 図
４ ４ に 示 し た 位 置 ま で 旋 回 さ せ る こ と に よ っ て 、 押 込 み 部 ７ ５ ２ の 下 面 に 設 け ら れ た ボ ス
７ ６ ０ が 、 固 定 壁 ７ ６ ４ の 頭 部 ７ ７ ０ 内 に 収 容 さ れ 、 そ の 位 置 を 保 持 さ れ 、 押 込 み 部 ７ ５
２ が 押 し 下 げ ら れ た 位 置 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 記 の と お り 、 本 発 明 に 従 う 飲 料 が 充 填 さ れ て い る 飲 料 容 器 は 、 容 器 本 体 及 び 容 器 本 体 に
密 封 接 合 さ れ た フ タ 材 を 備 え た 密 封 容 器 を 具 備 す る た め 、 飲 料 を 比 較 的 簡 易 な 方 法 で 充 填
す る こ と が で き る 。 そ し て 、 キ ャ ッ プ が 、 フ タ 材 を 破 り 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す
る た め の 機 構 を 備 え て い る か ら 、 消 費 者 は 、 飲 料 を こ ぼ し た り す る こ と な く 、 容 易 に 飲 料
を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る 前 の
構 成 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 し た 後 の
構 成 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 平 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る 前 の
構 成 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 し た 後 の
構 成 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 平 面 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る 前
の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 し た 後
の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る 前
の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 し た 後
の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る 前
の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 し た 後
の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る 前
の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 し た 後
の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 ８ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る 前
の 構 成 を 示 す 図 。
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【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 し た 後
の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る
前 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 し た
後 の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 第 １ １ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 ３ ０ 】 本 発 明 に 飲 料 容 器 の 飲 み 口 部 の 変 形 態 様 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ １ 】 図 ３ ０ に 示 し た 本 発 明 に 飲 料 容 器 の 飲 み 口 部 の 変 形 態 様 の 部 分 断 面 図 。
【 図 ３ ２ 】 本 発 明 に 飲 料 容 器 の 飲 み 口 部 の 他 の 変 形 態 様 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ ３ 】 図 ３ ２ に 示 し た 本 発 明 に 飲 料 容 器 の 飲 み 口 部 の 変 形 態 様 の 部 分 断 面 図 。
【 図 ３ ４ 】 本 発 明 に 飲 料 容 器 の 飲 み 口 部 の 変 形 態 様 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ ５ 】 図 ３ ４ に 示 し た 本 発 明 に 飲 料 容 器 の 飲 み 口 部 の 変 形 態 様 の 部 分 断 面 図 。
【 図 ３ ６ 】 本 発 明 に 飲 料 容 器 の 飲 み 口 部 の 変 形 態 様 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ ７ 】 図 ３ ６ に 示 し た 本 発 明 に 飲 料 容 器 の 飲 み 口 部 の 変 形 態 様 の 部 分 断 面 図 。
【 図 ３ ８ 】 本 発 明 に 飲 料 容 器 の 飲 み 口 部 の 変 形 態 様 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ ９ 】 図 ３ ８ に 示 し た 本 発 明 に 飲 料 容 器 の 飲 み 口 部 の 変 形 態 様 の 部 分 断 面 図 。
【 図 ４ ０ 】 本 発 明 の 第 １ ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 斜 視 図 。
【 図 ４ １ 】 本 発 明 の 第 １ ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 平 面 図 。
【 図 ４ ２ 】 本 発 明 の 第 １ ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る
前 の 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ ３ 】 本 発 明 の 第 １ ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 す る
前 の 構 成 を 示 す 他 の 面 に お け る 断 面 図 。
【 図 ４ ４ 】 本 発 明 の 第 １ ２ の 実 施 例 に 従 う 飲 料 容 器 の 、 飲 料 を 飲 む た め の 開 口 を 形 成 し た
後 の 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 、 １ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ 、 ５ １ ０ 、 ６ １ ０ 、 ７ １ ０ ： 飲 料 容 器
１ ２ 、 １ １ ２ 、 ２ １ ２ 、 ３ １ ２ 、 ４ １ ２ 、 ５ １ ２ 、 ６ １ ２ 、 ７ １ ２ ： コ ッ プ 本 体
１ ４ 、 １ １ ４ 、 ２ １ ４ 、 ３ １ ４ 、 ４ １ ４ 、 ５ １ ４ 、 ６ １ ４ 、 ７ １ ４ ： フ タ 材
１ ６ 、 １ １ ６ ： 密 封 容 器
１ ８ 、 １ １ ８ 、 ２ １ ８ 、 ３ １ ８ 、 ４ １ ８ 、 ５ １ ８ 、 ６ １ ８ 、 ７ １ ８ ： キ ャ ッ プ
１ ９ 、 １ １ ９ ： フ ラ ン ジ
２ ０ 、 ２ ２ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ４ ２ ０ 、 ６ ２ ０ ： 外 側 壁
２ ２ 、 ２ ２ ２ 、 ３ ２ ２ 、 ４ ２ ２ ： 支 持 部
２ ４ ： 凹 部
２ ６ ： 凸 部
２ ８ 、 １ ２ ８ 、 ２ ２ ８ ： 天 井 部
３ ０ 、 １ ３ ０ 、 ２ ３ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ４ ３ ０ 、 ５ ３ ０ 、 ６ ３ ０ ： 側 壁
３ ２ 、 １ ３ ２ 、 ２ ３ ２ 、 ３ ３ ２ 、 ４ ３ ２ 、 ５ ３ ２ 、 ６ ３ ２ ： 飲 み 口 部
３ ４ 、 １ ３ ４ 、 ２ ３ ４ 、 ３ ３ ４ 、 ４ ３ ４ ： リ ブ
３ ８ 、 １ ３ ８ 、 ２ ３ ８ ： 下 端
１ ４ ０ ： 凹 部
１ ４ ２ ： 嶺 部
１ ４ ４ ： 嶺 部
２ ４ ６ ： 水 平 部
２ ４ ８ ： 鉛 直 部
２ ５ ０ ： 袖 部
２ ５ ２ ： 下 方 嶺 部
２ ５ ４ ： 切 断 線
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２ ５ ６ ： つ ま み 部
２ ５ ７ ： 上 方 嶺 部
３ ５ ８ ： 頂 部 平 面
３ ６ ０ ： 左 斜 面
３ ６ ２ ： 右 斜 面
３ ６ ４ ： 底 部 平 面
３ ６ ６ ： 左 凸 部
３ ６ ８ ： 右 凸 部
３ ７ ０ ： 中 間 凸 部
３ ７ ２ ： 下 方 凸 部
３ ５ ９ ： 頂 部 平 面
３ ６ １ ： 左 斜 面
３ ６ ５ ： 底 部 平 面
３ ６ ７ ： 左 凸 部
３ ６ ９ ： 右 凸 部
３ ７ １ ： 中 間 凸 部
３ ７ ５ ： 嶺 部
３ ７ ７ ： 嶺 部
４ ６ ４ ： 上 部 鉛 直 壁
４ ６ ６ ： 上 部 水 平 壁
４ ６ ８ ： 傾 斜 壁
４ ７ ０ ： 下 部 水 平 壁
４ ７ ２ ： 下 部 鉛 直 壁
４ ７ ４ ： 凸 部
４ ７ ６ ： 凸 部
５ ７ ８ ： ネ ジ 山
５ ８ ０ ： 棚 部
５ ８ ２ ： つ ま み 部
５ ８ ４ ： ネ ジ 山
５ ８ ６ ： 切 断 線
６ ７ ８ ： ね じ 山
６ ８ ０ ： 棚 部
６ ８ ２ ： 肉 薄 部
６ １ １ ： 飲 料 容 器
６ ８ ０ ： 棚 部
６ ８ ２ ： 肉 薄 部
６ ８ ４ ： つ な ぎ 部
７ ５ ２ ： 押 込 み 部
７ ５ ４ ： ヒ ン ジ
７ ５ ６ ： 肉 薄 部
７ ５ ８ ： 嶺
７ ６ ０ ： ボ ス
７ ６ ２ ： 溝
７ ６ ４ ： 固 定 壁
７ ６ ６ ： 末 広 部 の 肩 部
７ ６ ８ ： 首 部
７ ７ ０ ： 頭 部
７ ７ ２ ： 先 端 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ６ 】
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